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本
年
８
月
の
大
雨
で

八
女
市
域
を
流
れ
る

山
ノ
井
川
・
花
宗
川

の
氾
濫
に
よ
り
浸
水

被
害
が
発
生
し
、
広

川
町
域
で
は
広
川
・
長
延
川
が
越
水
し

被
害
が
発
生
し
た
。
原
則
と
し
て
河
川

は
下
流
か
ら
改
修
し
、
上
流
の
改
修
は

で
き
な
い
と
理
解
し
て
い
る
が
、
何
か

応
急
対
策
は
取
れ
な
い
の
か
。

Ａ　

指
摘
の
と
お
り
河
川
改
修
は
原

則
、
下
流
か
ら
行
う
こ
と
か
ら
、
上
流

で
の
応
急
対
策
は
下
流
へ
の
影
響
を
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、

当
面
の
応
急
対
策
と
し
て
、
現
況
の
流

下
能
力
を
阻
害
し
て
い
る
堆
積
土
砂
の

撤
去
や
樹
木
の
伐
採
を
行
っ
て
お
り
、

治
水
上
の
安
全
度
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。

中
間
市
の
現
状
と
実

情
を
ど
う
分
析
・
把

握
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
市
の
振
興
を
図

っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

中
間
市
は
平
成
27
年
に
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
遠
賀
川
水
源
地

ポ
ン
プ
室
」
を
活
用
し
た
観
光
客
の
誘

致
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
で
「
ケ
ア
・

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
県
も
支
援
し
て
い
る
。
県
は
市

と
の
共
同
事
業
で
、
市
内
の
交
通
混
雑

を
緩
和
す
る
た
め
の
街
路
事
業
や
公
営

住
宅
の
建
て
替
え
を
実
施
。
令
和
元
年

11
月
に
は
遠
賀
川
に
沿
っ
て
直
方
市
か

ら
中
間
市
、
遠
賀
郡
を
つ
な
ぐ
「
県
道

直
方
北
九
州
自
転
車
道
」も
開
通
し
た
。

今
後
も
地
方
創
生
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
支
援
し
て
い
く
。

侵
略
的
外
来
種
の
定

着
防
止
と
ア
ラ
イ
グ

マ
な
ど
既
に
定
着
し

て
い
る
侵
略
的
外
来

種
の
被
害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

Ａ　

定
着
の
予
防
が
極
め
て
重
要
で
、

早
期
発
見
・
防
除
の
た
め
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
や
注
意
喚
起
に
努

め
て
い
る
。
特
に
人
体
等
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
、
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ

メ
バ
チ
は
、
市
町
村
等
へ
注
意
喚
起
の

通
知
を
出
し
て
い
る
。
一
方
、
既
に
定

着
し
て
い
る
種
の
被
害
防
止
に
は
市
町

村
や
県
民
の
協
力
が
不
可
欠
。
セ
ア
カ

ゴ
ケ
グ
モ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
へ
の
取

り
組
み
に
加
え
、
市
町
村
へ
の
財
政
支

援
を
国
に
要
望
す
る
な
ど
侵
略
的
外
来

種
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
土
強
靱
化
を
図
る

た
め
、
市
街
地
に
お

け
る
緊
急
輸
送
道
路

の
無
電
柱
化
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ　

緊
急
輸
送
道
路
は
、
緊
急
車
両
の

通
行
を
確
保
す
べ
き
重
要
な
道
路
で
、

無
電
柱
化
は
防
災
上
の
観
点
か
ら
非
常

に
有
効
で
あ
る
。特
に
市
街
地
は
電
柱
・

電
線
の
密
度
が
高
く
、効
果
が
大
き
い
。

福
岡
県
で
は
国
、
県
、
政
令
市
、
市
町

村
を
合
わ
せ
て
、
平
成
30
年
度
末
時
点

で
、
約
３
４
０
㌔
㍍
の
無
電
柱
化
が
完

了
。
令
和
２
年
度
ま
で
に
64
㌔
㍍
に
着

手
す
る
。
引
き
続
き
市
街
地
の
無
電
柱

化
に
つ
い
て
、
電
線
管
理
者
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

県
は
ど
の
よ
う
な
体

制
で
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
施
設
）
に

対
応
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
北
九
州
市
が
誘
致
に
取
り

組
む
と
判
断
し
た
場
合
、
県
は
ど
う
対

応
す
る
つ
も
り
か
。

Ａ　

県
で
は
企
画
・
地
域
振
興
部
と
商

工
部
観
光
局
が
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。Ｉ
Ｒ
は
、

観
光
お
よ
び
地
域
経
済
の
振
興
と
財
政

の
改
善
を
目
的
に
、
国
が
枠
組
み
を
つ

く
っ
て
い
る
。そ
の
枠
組
み
の
も
と
で
、

ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
地
元
が
ど

う
考
え
る
の
か
が
基
本
だ
と
考
え
る
。

引
き
続
き
北
九
州
市
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

※
Ｉ
Ｒ（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
）：
国
際
会
議
場

や
展
示
場
な
ど
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
、
ホ
テ
ル
、

商
業
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
劇
場
、
映
画
館
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
と
カ
ジ
ノ
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
施
設
。

社
会
的
養
護
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
に
つ

い
て
。
里
親
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
へ
の

委
託
推
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

里
親
登
録
者
拡
大
の
た
め
、
平
成

24
年
度
か
ら
児
童
相
談
所
に
里
親
委
託

を
推
進
す
る
専
任
職
員
を
配
置
。
児
童

養
護
施
設
等
の
里
親
支
援
専
門
相
談
員

と
連
携
し
な
が
ら
、
里
親
制
度
の
説
明

会
や
研
修
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
設
置
に
つ

い
て
、
児
童
家
庭
課
に
相
談
が
あ
っ
た

際
に
は
、
円
滑
に
設
置
が
進
む
よ
う
助

言
し
て
い
る
。
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
、「
福
岡
県
社
会
的
養
護
推
進
計
画
」

を
今
年
度
中
に
策
定
し
、
計
画
に
基
づ

き
委
託
を
進
め
て
い
く
。

農
福
連
携
の
意
義
を

ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
連
携
を
進
め
て

い
く
の
か
。

Ａ　

農
福
連
携
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
新
し
い
職
域
を
開
拓
し
、
地
域
社
会

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農

業
に
と
っ
て
も
新
た
な
働
き
手
の
確

保
、
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
有
効

な
取
り
組
み
。
農
作
業
や
加
工
販
売
の

指
導
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

農
業
者
の
需
要
に
十
分
対
応
で
き
て
い

な
い
な
ど
課
題
が
あ
る
。
各
施
設
の
強

み
を
持
ち
寄
り
、
技
術
力
を
補
う
と
と

も
に
、
受
注
増
加
に
向
け
、
今
後
、
県

内
の
障
が
い
者
施
設
が
設
置
し
て
い
る

共
同
受
注
窓
口
が
新
た
に
農
業
分
野
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ａ
、
商
工
団
体

な
ど
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

※
農
福
連
携
：
農
業
者
と
、
社
会
福
祉
法
人
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
福
祉
団
体
が
連
携
し
て
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
ら
の
農
業
分
野
で
の
就

労
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
総
称
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
の
実
施
に

向
け
、
ど
う
準
備
し

て
き
た
の
か
。

Ａ　

平
成
30
年
８
月
、
聖
火
リ
レ
ー
福

岡
県
実
行
委
員
会
を
設
置
。
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
は
複
数
箇
所
で
火
を
と

も
す
こ
と
も
可
能
な
た
め
、
県
内
全
市

町
村
に
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
に
つ
い
て

の
意
向
調
査
を
行
っ
た
。
現
在
、
実
施

希
望
の
33
市
町
村
と
採
火
方
法
や
場

所
、「
聖
火
ビ
ジ
ッ
ト
」
の
訪
問
先
な

ど
個
別
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。
聖
火

は
一
つ
に
ま
と
め
、
東
京
へ
送
る
が
、

そ
の
火
を
集
め
る
セ
レ
モ
ニ
ー
や
聖
火

リ
レ
ー
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
県
民

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

第
二
期
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
地
方
創
生
総
合

戦
略
に
つ
い
て
。
地

域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

政
策
の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
職

員
に
対
し
て
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
、
社
会
の
変
化
、
景
気
や
経
済
の
動

向
、
県
民
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
出
先
機
関
は
地
域
の
課
題
等
を
本

庁
に
つ
な
ぎ
、
本
庁
職
員
も
地
域
に
出

向
き
、
各
地
域
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。
併
せ
て
関
係
団
体

か
ら
毎
年
い
た
だ
く
政
策
提
言
・
要
望

な
ど
か
ら
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
施
策
を

立
案
、
実
行
し
て
い
く
。

臨
時
財
政
対
策
債
に

つ
い
て
、
返
済
計
画

と
は
別
に
、
交
付
税

算
入
見
込
額
を
基
金

に
積
み
立
て
る
方
式
に
変
更
す
べ
き
。

Ａ　

返
済
額
と
交
付
税
算
入
額
と
の
差

額
の
累
積
額
は
、
令
和
６
年
度
以
降
減

少
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
返

済
額
と
交
付
税
算
入
額
と
の
差
額
を
別

途
積
み
立
て
る
必
要
は
な
い
と
考
え

る
。
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
向
け
て
持
続
可
能
で
安
定
し
た

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
中
小
企
業
の
振

興
、
先
端
産
業
の
育
成
等
に
よ
り
税
源

の
涵か

ん
よ
う養
を
図
る
と
と
も
に
、
財
政
改
革

プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
人
件
費
の
抑
制
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
財
政
収
入
の
確

保
等
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

保
育
の
質
の
確
保
や

幼
児
教
育
充
実
の
観

点
か
ら
、
親
の
就
労

の
有
無
や
施
設
の
種

類
で
差
を
つ
け
な
い
、「
す
べ
て
の
子

ど
も
」
を
対
象
に
無
償
化
が
な
さ
れ
る

制
度
設
計
に
す
る
よ
う
、
国
に
制
度
の

改
正
・
改
善
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ
。

Ａ　

今
回
の
無
償
化
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
保
育
の
必
要
性
や
公
平
性

の
観
点
か
ら
検
討
し
、
制
度
設
計
さ
れ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、

ま
ず
は
今
回
の
制
度
が
円
滑
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
、
制
度
実
施
後
の
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
実
施
主
体
の
市
町
村
に

助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

糟
屋
郡
で
は
志
免
町

が
平
成
31
年
４
月
に

町
制
80
周
年
を
迎

え
、
令
和
２
年
10
月

に
は
宇
美
町
が
町
制
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
。
市
町
村
制
施
行
の
周
年
事
業
に

対
す
る
知
事
の
認
識
と
県
の
支
援
を
問

う
。

Ａ　

市
町
村
で
は
、
宇
美
町
の
よ
う
に

周
年
を
契
機
に
地
域
の
魅
力
を
内
外
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
郷
土
愛

を
育
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
県
は
そ
れ
ら
の
記
念
事
業
に
対

し
て
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
式

典
に
私
や
副
知
事
も
出
席
し
、
周
年
の

節
目
を
お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

養
育
費
に
対
す
る
認

識
の
向
上
や
、
母
子

世
帯
が
養
育
費
を
速

や
か
に
得
る
た
め

に
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

養
育
費
の
重
要
性
を
広
く
認
識
し

て
も
ら
う
た
め
、
啓
発
用
チ
ラ
シ
の
配

布
や
啓
発
動
画
を
配
信
。
法
的
な
対
応

が
必
要
な
場
合
に
は
、「
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
も
行
っ
て
い
る
。
平
成

30
年
度
か
ら
電
話
に
よ
る
弁
護
士
相
談

「
養
育
費
・
ひ
と
り
親
１
１
０
番
」
の

実
施
や
、
相
談
者
の
都
合
の
良
い
時
間

と
場
所
で
無
料
相
談
が
受
け
ら
れ
る

「
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン
」
の
配
布
に

よ
り
相
談
し
や
す
い
体
制
に
し
た
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

笠　 和彦
（福岡市中央区）

桐明 和久
（八女市・八女郡）

中牟田 伸二
（春日市）

川端 耕一
（北九州市門司区）

片岡 誠二
（中間市）

津田 公治
（北九州市八幡東区）

浦 伊三夫
（糸島市）

塩川 秀敏
（宮若市・鞍手郡）

冨永 芳行
（糟屋郡）

新井 富美子
（久留米市）

民
主
県
政
県
議
団

佐々木 允
（田川市）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
（古賀市）


